
 別 紙  

対話のテーマ 

 

№ テーマ 現契約からの変更点、課題等 伺いたい御意見等 

１ 業務対象エリアの分割 

○現契約は、堺市全域を業務対象エリアとした 1委託業務として発注していますが、次期契約では

堺市域を 2分割し、2業務で発注することを検討しています。 

○1委託業務当たりの事業規模を縮小することで、1業務当たりのモニタリング規模を最適化します。

また、競争性を高めたいと考えています。 

○一方、エリア分割により、エリア間の業務連携や業務品質の均一化等の課題があると考えています。 

 

◆分割後のエリアごとの検針対象件数（エリア分けは一例であり、変更する場合があります。） 

＜現状＞  ＜分割後＞ 

堺市全域 
⇒ 

エリア①（堺・西・北区） エリア②（東・中・南・美原区） 

約38万戸 約21万戸 約17万戸 
 

エリア分割での発注によるメリット、デメリット、デメリットへ

の対応策等 

２ 電話受付業務の見直し 

○現契約では、上下水道の使用開始・休止の受付や、水道メーター検針、水道料金等の収納等に

関する届出や問合せ（営業系）及び水質異常、道路上漏水等の通報等（維持・修繕系）の

電話受付対応を総合的に行うコールセンターを開設しています。 

○次期契約では、当該コールセンター機能を、営業系の電話受付対応と維持・修繕系の電話受付

対応に大別し、営業系の電話受付対応を、営業系の現場対応業務の一環とすることで、電話受

付から現場対応までのワンストップサービスの充実化を図ることを考えています。 

○また、営業系の業務について、電話受付業務と現場対応業務をこれまで以上に密に連携させ、業

務をシームレス化することで、業務品質の向上につながると考えています。 

○維持・修繕系の電話受付対応業務については、営業系の電話受付対応と区分した受付体制と

し、水質異常、道路上漏水等の電話受付の対応品質を向上させることで、維持・修繕業務の充

実化につながると考えています。 

左記の見直しを行った場合のメリット、デメリット、デメリッ

トへの対応策等 

３ 電話受付時間の見直し 

営業系の電話受付対応業務について、スマートフォンアプリ「すいりん」や電子申請等の電話受付の代

替サービスの普及拡大を踏まえ、現在の受付時間「平日の午前8時 45分から午後７時まで及び

休日の午前9時から午後 5時まで」を、「平日の午前9時から午後5時 30分まで」に見直すことを

検討しています（維持・修繕系の電話受付対応は、従来どおり 365日、24 時間対応）。 

○営業系の電話受付時間を見直した場合のメリット、

デメリット、デメリットへの対応策等 

○他都市の状況に関する情報 



№ テーマ 現契約からの変更点、課題等 伺いたい御意見等 

４ 窓口での公金収納の廃止 
スマートフォンアプリ「すいりん」やクレジットカード決済によるキャッシュレスの普及拡大を踏まえ、来庁レス

の取組の一環として、窓口での公金収納を廃止することを検討しています。 

○窓口での公金収納を廃止した場合のメリット、デメリッ

ト、デメリットへの対応策等 

○他都市の状況に関する情報 

５ 業務範囲の見直し 

現契約に含まれている給水装置工事関係の業務や、水道メーターの管理業務等、水道メーター検

針、水道料金等の収納等に関する業務とは、関係性・親和性の乏しい業務を本事業から分離し、基

本的には水道メーター検針、水道料金等の収納等に関する業務に特化した委託業務とし、委託範

囲を最適化することで、業務品質の向上につながると考えています。 

左記の見直しを行った場合のメリット、デメリット、デメリッ

トへの対応策等 

６ 受注者のセルフモニタリング 

○現契約において発生した検針票誤投函等の粗雑履行の再発防止策や、当該再発防止策の確実

な実践・浸透などについて仕様書に記載し、セルフモニタリングに関する仕様の充実化を図り、受注

者のセルフモニタリングの品質を向上させることで、高水準の業務品質を安定的に確保しようと考え

ています。 

○一方で、仕様書に記載する内容によっては、各事業者が持っている独自のノウハウの阻害や人的コ

ストへの影響も考えられるため、最適な仕様書への記載方法を検討しているところです。 

○セルフモニタリングに関する事項の仕様書への記載方

法等 

○総合評価落札方式の入札となった場合における、評

価項目でのセルフモニタリングの設定方法 

７ 
次期契約発注スケジュール 

（予定） 

次期契約について、総合評価落札方式の入札となった場合における技術提案書作成の負担軽減、

余裕を持った積算期間の確保、契約締結から履行開始までの準備期間の確保による円滑な業務履

行開始等の観点から、下表のスケジュールでの発注を検討しています。 

内  容 時  期 

入札参加募集開始日（公告日） 令和8年 6 月頃 

参加申請期限 令和8年 7 月頃 

入札書、総合評価資料提出期限 令和8年10月頃 

開札日 令和8年11月頃 

落札決定日 令和8年12月頃 

契約日 令和9年 1 月頃 

履行開始日 令和9年 9月 30日 
 

左記スケジュールの妥当性、希望するスケジュール等 

８ その他  
本事業への参加意欲、契約方法、入札参加資格制

限、同種業務委託に関する他都市の状況・傾向等 

 

 

※ 現契約からの変更点、課題、スケジュール等は、あくまでも現時点でのものであり、確定事項ではありません。 


